
大
型
公
共
事
業
を
優
先
し
医
療
崩

壊
、
介
護
難
民
を
つ
く
っ
た
自
公
政

権
に
国
民
は｢

ノ
ー｣

の
審
判
を
下
し

ま
し
た
。
区
民
は
区
政
に
も
く
ら
し

と
営
業
を
守
る
政
治
の
実
現
を
求
め

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
新
年
度
予
算

は
巨
大
ビ
ル
建
設
は
さ
ら
に
拡
大
す

る
が
、
区
民
要
望
に
正
面
か
ら
応
え

る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

第
一
は｢

３
つ
の
緊
急
課
題｣

の
問
題
で
す
。

濱
野
区
長
は
施
政
方
針
説
明
で
①

地
域
経
済
活
性
化
、
②
保
育
園
の
待

機
児
解
消
、
③
高
齢
者
の
生
活
支
援

の
３
つ
を
緊
急
課
題
と
し
て
ス
ピ
ー

ド
を
持
っ
て
取
り
組
む
と
強
調
し
ま

し
た
が
、
３
つ
と
も
肝
心
な
問
題
に

応
え
て
い
ま
せ
ん
。

地
域
経
済
の
活
性
化
で
は
、
商
店

こ
の
ニ
ュ
ー
ス

へ
の
ご
意
見
や

ご
質
問
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

品
川
区
の
新
年
度
予
算
案
の
審
議
が
23
日
に
終
了
。
共
産
党
は
一
般
会
計
、

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
介
護
保
険
の
各
予
算
に
反
対
。
老
人

保
健
予
算
に
賛
成
し
ま
し
た
。
共
産
党
区
議
団
を
代
表
し
て
私(

み
や
ざ
き)

が
行
っ
た
予
算
案
に
対
す
る
意
見
表
明(

要
旨)

を
紹
介
し
ま
す
。

開発に 億円
｢緊急課題｣なら認可保育園増設を
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街
装
飾
灯
の
電
気
代
補
助
２
倍
化
継

続
、
そ
で
看
板
の
無
料
化
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
な
ど
前
進
部
分
は
評

価
し
ま
す
が
、
い
ま
仕
事
が
な
い
金

属
加
工
業
、
も
の
づ
く
り
の
生
き
残

り
の
た
め
、
工
場
家
賃
や
機
械
リ
ー

ス
代
な
ど
固
定
費
の
補
助
。
建
設
労

働
者
の
仕
事
確
保
へ
簡
易
な
耐
震
改

修
へ
の
支
援
を
求
め
ま
す
。

保
育
園
入
園
希
望
が
増
え
て
い
る

の
に
、
区
は｢

詰
め
込
み｣

と
民
間
保

育
園
誘
致
が
中
心
。
区
自
身
が
認
可

保
育
園
を
増
設
す
る
べ
き
で
す
。

高
齢
者
の
生
活
支
援
で
は
、
特
養

ホ
ー
ム
を
八
潮
団
地
に
建
設
し
ま
す

が
、
入
所
待
ち
は
５
５
０
人
も
い
ま

す
。
早
急
に
建
設
計
画
を
具
体
化
す

る
よ
う
求
め
ま
す
。

第
二
は
、
大
規
模
開
発
を

拡
大
す
る
問
題
で
す
。

濱
野
区
長
は
施
政
方
針
で
開
発
に

一
言
も
説
明
せ
ず
61
億
円
も
の
巨
費

投
入
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
目
黒
駅

前
開
発
は
１
４
５
㍍
の
超
高
層
ビ
ル

３
棟
、
１
千
億
円
の
建
設
費
の
う
ち

２
０
０
億
円
も
税
金
か
ら
補
助
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
区
が
79
億
円
を
補

助
し
た
大
崎
駅
西
口
中
地
区
の
巨
大

マ
ン
シ
ョ
ン
は
６
割
し
か
売
れ
て
い

な
い
の
に
大
崎
駅
西
口
南
地
区
と
大

崎
３
丁
目
、
国
際
自
動
車
跡
、
北
品

川
な
ど
の
開
発
は
無
謀
で
す
。

第
三
は
、
異
常
な｢

教
育
改

革｣
の
問
題
で
す
。

区
内
最
初
の
小
中
一
貫
校
が
計
画

す
る
８
年
生(
中
学
２
年)

対
象
の
３

泊
４
日｢

勉
強
合
宿｣

は
、
全
員
参
加

で
朝
９
時
か
ら
深
夜
０
時
ま
で
缶
詰

で
勉
強
さ
せ
る
と
い
う
も
の
。
生
徒

を
競
争
に
駆
り
立
て
公
教
育
を
変
質

さ
せ
る
も
の
で
す
。｢

教
育
改
革｣
は

父
母
と
教
師
、
住
民
の
参
加
で
検
証

し
、
見
直
す
べ
き
で
す
。

今
年
度
、
現
職
教
師
２
人
が
突
然

死
し
ま
し
た
。
た
だ
で
さ
え
忙
し
い

の
に
品
川
の
教
育
改
革
が
追
い
打
ち

を
か
け
て
い
ま
す
。
働
か
せ
す
ぎ
は

抜
本
改
善
を
求
め
ま
す
。

第
四
は
、
異
常
な｢

貯
め
込

み｣

と
職
員
削
減
、
外
部
委

託
の
拡
大
で
す
。

新
年
度
、
５
校
の
給
食
調
理
業
務

を
外
部
に
委
託
、
計
43
校
と
な
り
ま

す
。
「
安
け
れ
ば
い
い
」
と
際
限
の

な
い
外
部
委
託
の
拡
大
と
職
員
削
減

で
基
金
を
６
５
０
億
円
も
貯
め
込
み

ま
し
た
。
し
か
し
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
受

注
で
労
働
者
は
低
賃
金
。
品
川
区
自

ら
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
作
り
出

し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
不
安
定
に
し

て
い
る
こ
と
は
大
問
題
で
す
。

第
五
は
、
国
保
と
後
期
高

齢
者
保
険
料
値
上
げ
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
抑
制
で
す
。

国
保
料
は
減
額
措
置
拡
大
な
ど
改

善
点
も
あ
る
も
の
の
、
年
収
３
０
０

万
の
４
人
家
族
で
年
１
万
４
千
円
余

の
値
上
げ
。
後
期
高
齢
者
医
療
も
一

人
あ
た
り
４
千
円
余
の
保
険
料
値
上

げ
で
す
。
保
険
料
の
値
上
げ
を
抑
え

｢

払
い
た
く
て
も
払
え
な
い｣

悪
循
環

を
断
ち
切
る
べ
き
で
す
。

介
護
保
険
は
貯
金
が
23
億
円
に
増

え
ま
し
た
。
保
険
料
引
き
下
げ
、
家

族
が
い
た
ら
介
護
が
受
け
ら
れ
な
い

な
ど
サ
ー
ビ
ス
抑
制
の
改
善
、
特
養

ホ
ー
ム
増
設
を
重
ね
て
求
め
ま
す
。

最
後
は
、
非
核
平
和
宣
言

事
業
の
と
り
く
み
で
す
。

今
年
は
国
連
で
Ｎ
Ｐ
Ｔ
見
直
し
検

討
会
議
が
開
か
れ
ま
す
。
品
川
区
は

非
核
宣
言
25
周
年
。
あ
ら
た
め
て
各

国
政
府
に
核
廃
絶
を
訴
え
る
こ
と
。

核
廃
絶
運
動
を
先
頭
に
立
っ
て
す
す

め
る
よ
う
求
め
ま
す
。

お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

み
や
ざ
き
克
俊
事
務
所

℡
３
７
８
６
ー
６
６
７
４

お 困 り
のときは

法律相談は毎月開催

み
や
ざ
き
克
俊

区
政
報
告
会

●

４
月

11
日(

日)

Pm
１
時
30
分

●
ゆ
た
か
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

共 産 党
演 説 会


